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第
６
章　

最
新
機
器
の
導
入
と
更
新

　

平
成
20
年
代
に
入
る
と
、市
立
病
院
で
は
医
療
機
器
の
新
た
な
導
入
や
最
新
化
が
一
段
と
進
ん
だ
。以
下
主
な
も
の
を
挙
げ

る
と
。

「
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
」
な
ど

　

平
成
21
年
２
月
に
は
「
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
」（Picture  Archiving  and Com

m
unication System

=

画
像
情
報
シ
ス
テ
ム
）

が
導
入
さ
れ
た
。

　

放
射
線
部
門
で
発
生
し
た
画
像
情
報
を
画
像
サ
ー
バ
で
一
元
保
存
・
管
理
し
、
こ
れ
に
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
端
末
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
て
読
影
す
る
シ
ス
テ
ム
。
院
内
の
ど
こ
の
端
末
か
ら
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
読
影
で
き
る
と
と
も
に
、
紹
介
元
か
ら
提
供

さ
れ
た
Ｘ
線
フ
ィ
ル
ム
や
Ｃ
Ｄ
な
ど
を
取
り
込
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
フ
ィ
ル
ム
で
は
、
サ
イ
ズ

が
大
き
い
こ
と
に
よ
る
搬
送
の
不
便
性
、
返
却
の
煩
雑
さ
、
紛
失
の
危
険
性
、
フ
ィ
ル
ム
費
用
な
ど
の
問
題
点
が
あ
っ
た
。

フ
ィ
ル
ム
レ
ス
の
運
用
に
よ
り
、
整
理
や
保
管
作
業
の
省
力
化
、
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
さ
れ
た
。
病
院
移
転
前
の
25
年
11

月
、
最
新
型
（
購
入
費
約
１
億
３
９
０
０
万
円
）
に
更
新
さ
れ
た
。

　

同
21
年
９
月
、
乳
房
撮
影
装
置
が
更
新
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｒ
方
式
か
ら
Ｆ
Ｐ
Ｄ
（
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
）
搭
載
の
直
接
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変
換
方
式
に
な
っ
た
。
読
み
取
り
画
素
サ
イ
ズ
が
世
界
最
小
の
０
・
０
５
㍉
と
な
り
、
微
小
石
灰
化
や
腫
瘤
病
変
の
描
出
能

が
格
段
に
向
上
し
、
年
々
増
加
す
る
乳
が
ん
の
早
期
発
見
へ
の
対
応
に
繋
が
っ
た
。
約
４
５
０
０
万
円
。

　

同
21
年
11
月
、
薬
剤
科
に
注
射
薬
自
動
払
出
装
置
（
ピ
ッ
キ
ン
グ
マ
シ
ン
）
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
薬
剤
師
が
処
方

せ
ん
に
基
づ
き
、
患
者
ご
と
に
注
射
の
取
り
そ
ろ
え
を
行
っ
て
い
た
が
、
充
て
ん
薬
剤
に
つ
い
て
は
ピ
ッ
キ
ン
グ
マ
シ
ン
が

自
動
的
に
取
り
そ
ろ
え
る
た
め
、
業
務
の
効
率
化
と
安
全
な
注
射
薬
の
取
り
そ
ろ
え
が
可
能
に
な
っ
た
。
薬
剤
科
で
は
「
注

射
薬
を
患
者
名
、
病
室
番
号
を
プ
レ
ー
ト
付
き
の
ト
レ
イ
の
中
に
１
施
用
ご
と
に
調
剤
し
、
病
棟
助
手
の
協
力
を
も
ら
い

カ
ー
ト
で
搬
送
し
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
改
善
し
て
い
く
予
定
だ
が
、
リ
ス
ク
を
減
ら
し
た
注
射
薬
管
理
に
貢
献
で
き
る
の
で

は
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

３
・０
Ｔ
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入

　

平
成
22
年
２
月
、
市
立
病
院
は
、
３
・
０
テ
ス
ラ
（
Ｔ
＝
磁
束
密
度
の
単
位
）
の
磁
気
共
鳴
断
層
撮
影
装
置
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）

を
導
入
し
た
。
今
ま
で
の
１
・
５
テ
ス
ラ
で
は
撮
像
で
き
な
か
っ
た
最
新
の
撮
像
技
術
を
獲
得
。
撮
像
時
間
も
早
く
な
り
、

高
画
質
で
あ
る
た
め
診
断
能
の
向
上
が
期
待
さ
れ
た
。
県
内
で
は
４
番
目
の
導
入
だ
。
購
入
費
は
約
２
億
３
８
０
０
万
円
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
強
い
磁
場
中
に
人
体
を
置
き
、
Ｒ
Ｆ
波
（
ラ
ジ
オ
波
）
と
呼
ば
れ
る
電
波
を
照
射
す
る
こ
と
で
、
磁
気
共
鳴
と

呼
ば
れ
る
物
理
現
象
を
起
こ
し
、
生
体
を
構
成
し
て
い
る
水
か
ら
信
号
を
得
て
、
人
体
の
様
々
な
断
層
像
を
得
る
装
置
で
あ

る
。
生
体
か
ら
得
ら
れ
る
信
号
の
強
さ
は
、
磁
場
の
大
き
さ
に
ほ
ぼ
比
例
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
更
新
前
の
１
・
５
テ
ス
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ラ
と
同
じ
撮
影
時
間
で
あ
れ
ば
、
２
倍
の
分
解
能
の
撮
影
が
可
能
に
な
る
。
同
じ
空
間
分
解
能
な
ら
ば
、
４
分
の
１
の
撮
影

時
間
で
済
む
。

　

Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
併
用
し
て
い
た
際
は
、
患
者
の
移
動
な
ど
貴
重
な
時
間
が
取
ら
れ
る
問
題
点
が
あ
っ
た
が
、
３
・
０
Ｔ

の
特
長
の
鋭
敏
性
を
生
か
す
と
、
１
・
５
Ｔ
で
描
出
が
難
し
か
っ
た
領
域
を
３
・
０
Ｔ
の
み
で
把
握
で
き
、
短
時
間
の
診
断
が

可
能
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
観
察
で
き
な
か
っ
た
①
海
馬
内
の
構
造
②
視
床
下
核
③
基
底
核
、
中
脳
の
構
造
④
脳
幹
内
構
造
―

な
ど
の
描
出
が
可
能
だ
。
高
解
像
度
画
像
に
よ
る
精
神
疾
患
（
う
つ
病
な
ど
）
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
早
期
診
断
に
も
期

待
が
か
か
っ
た
。

リ
モ
ー
ト
・
ア
フ
タ
ー
・
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
装
置
更
新

　

平
成
24
年
１
月
、
市
立
病
院
は
、
放
射
線
源
を
用
い
て
が
ん
病
巣
に
直
接
照
射
し
て
治
療
す
る
「
リ
モ
ー
ト
・
ア
フ

タ
ー
・
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
装
置
」
を
更
新
し
た
。
購
入
費
は
約
９
１
０
０
万
円
。

　

リ
ニ
ア
ッ
ク
装
置
な
ど
体
の
外
か
ら
放
射
線
を
照
射
（
外
部
照
射
）
す
る
の
に
対
し
、
ア
フ
タ
ー
・
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
病

変
に
直
接
照
射
を
行
う
の
で
、
が
ん
細
胞
に
一
度
に
た
く
さ
ん
の
放
射
線
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
、
正
常
細
胞
へ
の
影
響
も

少
な
い
（
副
作
用
が
少
な
い
）。
中
空
の
管
を
食
道
や
気
管
支
、
子
宮
な
ど
管
腔
に
挿
入
す
る
な
ど
し
て
、
子
宮
が
ん
や
食

道
が
ん
な
ど
の
治
療
に
使
用
さ
れ
る
。
腔
内
照
射
は
単
独
で
行
う
こ
と
は
少
な
く
、
外
部
照
射
と
併
用
す
る
の
が
一
般
的

だ
。
現
在
で
は
放
射
線
治
療
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
装
置
と
な
っ
て
い
る
。
市
立
病
院
で
は
、
平
成
７
年
に
産
婦
人
科
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領
域
に
対
応
す
る
形
で
同
装
置
を
導
入
し
て
い
た
が
、
最
新
の
シ
ス
テ
ム
に
更
新
し
た
。
従
来
の
機
器
は
８
年
３
月
に
導
入
。

不
整
脈
治
療
の
シ
ス
テ
ム
導
入

　

平
成
24
年
６
月
、
循
環
器
科
に
新
た
に
導
入
さ
れ
た
不
整
脈
治
療
用
の
「
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
経
皮
的
心
筋

焼
灼
術
）」
に
よ
る
治
療
が
始
ま
っ
た
。

　

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
頻
脈
性
不
整
脈
の
治
療
を
目
的
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
介
し
て
、
種
々
の
形
（
主
に
高
周

波
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
加
え
、
心
筋
の
一
部
を
焼
灼
す
る
治
療
で
あ
る
。
昭
和
57
年
に
世
界
で
初
め
て
臨
床
応
用
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
改
良
が
加
え
ら
れ
日
本
に
も
急
速
に
普
及
し
た
。
こ
こ
10
年
で
診
断
精
度
、
成
功
率
と
も
に
格
段
に
上
が
り
、
以

前
は
根
治
不
可
能
と
思
わ
れ
て
い
た
心
房
細
動
に
対
す
る
治
療
戦
略
も
開
発
さ
れ
て
き
た
。「
今
で
は
虚
血
性
心
疾
患
に
対

す
る
冠
動
脈
形
成
術
と
と
も
に
、
循
環
器
領
域
で
の
非
薬
物
療
法
の
重
要
な
位
置
を
占
め
る
治
療
法
と
な
っ
て
い
る
。
以

前
か
ら
市
立
病
院
で
の
導
入
が
希
望
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
や
っ
と
導
入
、
治
療
開
始
で
き
た
」（
石
田
実
雅
循
環
器
科
科

長
）。
購
入
費
は
約
３
２
０
０
万
円
。
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心
臓
血
管
造
影
装
置
の
更
新

　

平
成
24
年
12
月
、
心
臓
血
管
造
影
装
置
が
更
新
さ
れ
、
最
新
の
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
Ｄ
Ｓ
Ａ
（D

igital Subtraction 
Angiography

）
が
導
入
さ
れ
た
。
13
年
に
購
入
し
た
現
行
機
器
は
、
耐
用
年
数
６
年
の
と
こ
ろ
を
約
11
年
使
用
し
て
、
老

朽
化
し
て
き
た
。
救
急
患
者
の
み
で
年
間
１
０
０
件
超
の
使
用
状
況
で
あ
り
、
救
急
医
療
に
欠
か
せ
な
い
と
し
て
更
新
し

た
。
購
入
費
は
約
１
億
１
５
０
０
万
円
。

　

新
し
い
機
器
は
、
バ
イ
プ
レ
ー
ン
型
装
置
（
異
な
る
２
方
向
の
Ｘ
線
画
像
の
映
し
出
し
が
可
能
）
で
、
現
行
の
シ
ン
グ
ル

プ
レ
ー
ン
装
置
に
比
べ
、
操
作
性
や
解
像
能
力
に
優
れ
、
１
回
の
造
影
剤
注
入
で
同
時
に
２
方
向
か
ら
の
撮
影
が
可
能
な
た

め
、
短
時
間
で
診
断
が
で
き
る
。
検
査
・
治
療
の
速
や
か
な
判
断
が
可
能
な
る
こ
と
か
ら
、
造
影
剤
量
の
減
少
に
よ
り
腎
臓

な
ど
患
者
負
担
の
軽
減
も
図
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
の
治
療
を
安
全
か
つ
迅
速
に
行
え
る
特
長
が
あ
る
。

今
回
の
機
器
更
新
で
循
環
器
疾
患
の
救
急
医
療
体
制
が
強
化
さ
れ
、
救
命
救
急
の
一
層
の
高
度
化
が
図
ら
れ
た
。

全
身
用
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
を
更
新

　

平
成
26
年
１
月
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
Ｃ
Ｔ
が
、
最
新
式
の
エ
リ
ア
デ
ィ
テ
ク
タ
（
Ａ
Ｄ
）
Ｃ
Ｔ
装
置
（
東
芝
）
に
更

新
さ
れ
た
。
Ｘ
線
を
使
っ
て
全
身
の
断
面
を
高
速
撮
影
し
、
瞬
時
に
高
画
質
の
画
像
を
表
示
す
る
Ｃ
Ｔ
装
置
で
あ
る
。

　

18
年
９
月
に
導
入
さ
れ
た
装
置
か
ら
更
新
し
た
Ｃ
Ｔ
の
大
き
な
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
４
列
だ
っ
た
検
出
器
が
３
２
０
列
に
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な
っ
た
こ
と
で
、
１
６
０
㎜
の
範
囲
を
１
回
転
で
捕
ら
え
る
大
型
の
面
検
出
が
搭
載
さ
れ
、
撮
影
ス
ピ
ー
ド
が
ア
ッ
プ
し

た
。
検
査
時
の
息
止
め
や
身
体
の
静
止
が
難
し
い
救
急
患
者
で
も
、
動
き
の
少
な
い
画
像
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
に
最
適
の
Ｃ
Ｔ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
患
者
寝
台
の
左
右
動
機
能
と
い
う
新
し
い
機
能
や
ガ
ン
ト
リ
ー
部
の
開

口
径
（
検
査
時
に
入
る
筒
状
の
大
き
な
窓
）
の
大
き
さ
も
７
８
０
㎜
と
な
り
、
従
来
型
よ
り
60
㎜
も
大
型
化
。
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
で
患
者
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
ま
ま
撮
影
す
る
際
や
急
変
時
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
容
易
に
な
り
、
安
全
性
や
操
作
性
か
ら

も
優
れ
た
も
の
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
３
Ｄ
（
エ
イ
ダ
ー
ス
リ
ー
デ
ィ
ー
）
と
い
う
新
し
い
技
術
に
よ
り
、
50
％

程
度
の
被
ば
く
低
減
も
可
能
と
な
り
、
患
者
が
抱
く
医
療
被
ば
く
へ
の
不
安
を
や
わ
ら
げ
る
効
果
に
つ
な
が
っ
た
。
購
入
費

は
約
１
億
６
０
０
０
万
円
。

双
胎
間
輸
血
レ
ー
ザ
ー
を
導
入

　

平
成
26
年
３
月
、
市
立
病
院
は
、
双
子
妊
娠
の
ト
ラ
ブ
ル
の
一
つ
で
あ
る
「
双
胎
間
輸
血
症
候
群
」
に
対
応
し
て
「
双
胎

間
輸
血
レ
ー
ザ
ー
」
を
導
入
し
た
。
購
入
費
は
約
５
９
０
０
万
円
。

　
「
双
胎
間
輸
血
症
候
群
」
は
、
一
つ
の
胎
盤
を
分
け
合
っ
て
い
る
双
子
（
一
絨
毛
膜
双
胎
）
の
間
で
、
流
れ
て
く
る
血
液

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
起
こ
る
病
気
で
あ
る
。
す
べ
て
の
双
子
に
起
こ
る
こ
と
で
は
な
く
、
一
絨
毛
膜
二
羊

膜
双
胎
の
約
10
％
に
見
ら
れ
る
。
重
症
化
す
る
と
、
胎
児
の
生
命
や
母
体
に
も
リ
ス
ク
が
及
ぶ
。
こ
の
「
症
候
群
」
の
治
療

に
用
い
ら
れ
る
の
が
「
双
胎
間
輸
血
レ
ー
ザ
ー
」
だ
。
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双
子
（
供
血
児
・
受
血
児
）
を
つ
な
ぐ
血
管
（
胎
盤
吻
合
血
管
）
を
レ
ー
ザ
ー
で
凝
固
す
る
治
療
法
。「
症
候
群
」
の
原

因
と
考
え
ら
れ
る
血
管
を
遮
断
す
る
こ
と
で
、
２
人
の
赤
ち
ゃ
ん
の
間
の
血
流
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
も
の
だ
。
平
成
14
年

に
我
が
国
に
導
入
さ
れ
た
治
療
法
で
、
以
後
治
療
成
績
は
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
た
。
市
立
病
院
総
合
周
産
期
セ
ン
タ
ー
で
の

治
療
に
一
段
と
威
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
た
。




